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中嶋：経理財務本部長、中嶋でございます。よろしくお願いいたします。 

それでは私から、第 1四半期の決算の概要についてご説明申し上げます。 

資料 4ページに今回の決算のポイントを記載しております。こちらの内容を次のページ以降でご説

明させていただきます。 
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5ページ、決算サマリーです。 

受注は 1,343億円と、対前年 387億円、為替の影響を除いても 27.6%の大幅伸長となりました。売

上は 940億円、部品ひっ迫に伴います生産物量の頭打ち、上海ロックダウンの影響などもござい

まして、為替の影響を除きますと、若干の減収となっております。航機事業売却の影響を除きます

と、ほぼ横ばいです。 

営業利益は対前年マイナス 34億円の 14億円となりました。営業外以下でございますけれども、

為替差損益改善、税金費用の減少などもございまして、前年から 16億円の減少にとどまる 13億

円となっております。 
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次に 6ページでございます。営業利益の増減分析です。 

前年 FY21第 1四半期の営業利益 48億円から、為替の影響を除いてマイナス 50億円の減益とな

っております。売上が横ばいのなかで、粗利率の悪化がマイナス 27億円、販管費の増加がロシア

関連引当金と併せまして 26億円という内訳でございます。 

粗利率につきましては、プロジェクトビジネスにおきまして先行投資的に戦略的に赤字プロジェク

トを取りに行ったことによる工事損失引当金の計上、またプロダクトビジネスにおきましては、売

価アップの効果に先行して、部品価格の高騰が顕在化しています。 
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続いて 7ページ、セグメント別の受注・売上営業利益です。 

まず青色の制御でございます。受注はプラス 366億円、為替を除いてもプラス 28.6%の伸長とな

っております。売上はプラス 83億円。為替を除くとほぼ横ばいか若干の増収です。営業利益は先

ほどご説明いたしましたプロジェクトの工事損失引当、部品価格高騰の影響などを受け 38億円の

減益となっております。 

続きまして、黄色の測定器でございます。受注はプラス 21億円、為替を除いても 21.9%の伸長と

なっております。昨年の第 4四半期までに続きまして、EV 関連投資向けの基本測定器、5G 関連投

資やデータ通信の高速化に伴う光測定器への需要が堅調です。売上は横ばい、為替を除くと 10%

超の減収となっております。引き続き部品ひっ迫の影響を受けており、営業利益は減収に伴い 4億

円の減益となりました。 

最後に緑色の新事業その他でございます。こちらにつきましては受注、売上ともに航機事業売却の

影響により減少しております。営業利益は航機事業の損失がなくなったことに加えまして、新事業

関連費用の昨年と今年の執行タイミングの関係で合わせて 8億円の改善となっております。 
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続きまして 8ページ、制御セグメントの地域別の受注・売上です。 

左側の受注、こちらに記載の対前年は為替の影響を含んでのものでございますが、為替の影響を除

きましても大半の地域で高い伸長となりました。 

特に好調なのが、昨年後半から大きく受注リカバリーが進んでいる中東・アフリカで、為替を除い

ても倍増以上の伸長となっております。 

また中南米でも、マイニング向けの大口を獲得するなど大きく受注を伸ばしております。 

他の地域についても総じて堅調ですが、欧州・CISにつきましてはウクライナ問題に伴うロシアビ

ジネスの影響もございまして、若干伸長率が弱い状況となっております。その他地域は日本を含み

まして、為替を除いても概ね 20％から 30%と極めて高い成長を確保することができました。 
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続きまして 9ページ、同じく制御セグメントで、こちらは業種セグメント別の受注となっておりま

す。 

右側のグラフ、下から Energy & Sustainability、Materials、Lifeの 3業種セグメントでお示しし

ております。このセグメント区分でご説明させていただきます。 

一番下の Energy & Sustainabilityは対前年プラス 160億円、為替の影響を除いても 27.8%の高い

伸長となりました。昨年の後半からリカバリーが進んできた Upstreamが大きく伸長しておりま

す。為替を除いても対前年プラス 89%の大幅伸長です。 

また、再生エネルギーに関しましても、こちら第 1四半期の 3カ月だけを切り取って評価できるも

のではないとはいえ、為替を除いて対前年で倍増となる順調な滑り出しとなっております。 

なお昨年につきましては、年後半から受注がリカバーできはじめておりまして、なかなか第 1四半

期、第 2四半期の比較では実際の推移がお伝えしづらいところがございますので、左側の 8業種区

分のグラフでは昨年第 1四半期からのトレンドをお示ししております。併せてご参照ください。 

右側のグラフに戻りまして、真ん中のMaterialsでございます。対前年受注プラス 195億円、為替

を除いても 39.4%の伸長です。 
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国内外ともに Chemicalが引き続き堅調です。Chemicalは為替を除いて 42.1%の大幅伸長となり

ましたほか、先ほどご説明いたしました通り、南米でのマイニング向け受注なども寄与しておりま

す。 

最後に、オレンジ色の Lifeですが、こちらはプラス 12億円、為替を除くと 2.7%の伸長です。 

第 1四半期の 3カ月といたしましては、他の業種セグメントとの比較で弱い動きとなっております

が、市場環境は好調でございます。今後、積み上げに取り組んでまいります。 

 

 

引き続きまして 10ページ、制御サブセグメント別の受注・売上実績です。 

今回より新たに売上高を開示させていただいております。受注については、先ほどのページでご説

明した内容です。こちらの説明については割愛させていただきます。 
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続いて 11ページからは FY22の通期の業績予想でございます。 

今回、前提となる為替レートのみ年初の USドル 120円から 130円に変更いたしました。まだ第 1

四半期の 3カ月が終わったばかりということもございますので、為替前提以外は年初予想から見直

しておりません。 
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続く 12ページの営業利益分析、13ページのセグメント別、14ページの地域別、こちらにつきま

しても、為替前提のみの修正となっております。 
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最後に 15ページ、今回より 3業種セグメント別の受注・売上予想をお示ししております。 

前提としては、ただ今申し上げた年初からの為替の変更のみという形で、年初ベースでお示しして

いるものでございます。 

私からの説明は以上です。ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

 [Q]：1Qの受注・売上・利益実績は社内計画対比で良かったのか悪かったのか教えてください。 

あわせて、受注が想定と比べて強い背景について補足があればお願いします。 

一方で利益面は円安がなければ営業赤字です。1Qでの粗利悪化や販管費増は想定範囲なのか、2Q

以降での挽回が見込めるのか教えてください。 

 [A]：1Qの受注につきましては社内計画に対しかなり超過して終えたというところでございま

す。 

5月に業績予想をお出しした際には、上海ロックダウン、ウクライナ状況に伴うロシアビジネスの

消失の影響を心配しておりましたけれども、それをリカバリーし、さらなる勢いで実績を積み上げ

てこられたというところでございます。 

コロナからのリカバリーが大きく進み、お客様自身が好調な経済に支えられ、堅調に業績を伸ばし

ているところが活発な投資意欲に繋がっていると考えております。 

ロシア影響についても、エネルギーシフトや地政学リスクが意識されたことで、他の地域での投資

がプラスサイドに効いてきているところがございます。 

足元で好調な状況は続いており、しばらくはこの勢いが続くと見ております。 

リスクとしては、グローバル全体で進んでいるインフレが経済の減速要因になることを懸念してお

ります。資材のひっ迫もございますので、お客様のプロジェクトのスケジュールへの影響もリスク

と考えております。 

以上により、1Q受注は堅調でしたけれども、今回は為替のみの変更とさせていただいておりま

す。 

売上高については、こちらほぼ社内計画通りというところです。 

一方で利益のところ、粗利率では、年初では見えてはいなかった戦略的な費用も含めいろいろござ

います。 
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先ほど申し上げましたなかで、部品価格の高騰が売価アップに先行することは想定通りです。部品

ひっ迫の影響で受注から売上までのリードタイムがかなり伸びておりますので、効いてくるのに時

間がかかります。 

一方、受注での売価アップは確実に進んでおりますので、ここは計画通りリカバリーしていけると

考えているところです。 

プロジェクトの粗利率の悪化についてですが、当初見通しより若干悪化しております。 

こちらは今回の 1Qの好調な受注高に対応してのものだとご理解いただければと思います。意図的

に、赤字でも取るべきものは取りに行ったという形で、売上に対応しない形で損失を引当てたとこ

ろが効いております。 

受注残の粗利を社内で精査しておりますが、赤字でも戦略的に取りに行っているものがある一方

で、全体としてはプロジェクトの受注残粗利は改善しており、今後、工事進行に伴うコンティンジ

ェンシーのリリースなどで挽回可能と考えております。 

 [Q]：販管費増も想定範囲内という理解でよろしいですか。 

 [A]：販管費増に関しましては、ロシア関連の引当金のところが業績予想に織り込んでなかった部
分でございます。それ以外に関しては大きくずれているものはございません。 

 [Q]：年間営業利益 410億円に対し、1Qでは 14億しか出てない。残り 2Q以降では、100億以上

の営業利益水準を期待していいのか。四半期利益で 410億円をどのようにイメージされているの

でしょうか。 

 [A]：どの期でいくらと具体的に申し上げるのは難しいところでございます。トレンドとして昨
年、一昨年と、販管費については、第 4四半期に集中したというところがございまして、四半期別

の発生の仕方で差が出てくるところだと思います。 

粗利も、年の後半側にリカバリーは寄ってくると考えています。リードタイム延伸の影響もあり、

売価アップの効果は 3Q以降と考えています。プロジェクトに関しても、9ページの業種別で示し

ております通り、昨年から受注がクォーターごとに伸びてきており、これらが相乗的に今期後半に

向けて売り上ってくるということで、年の後半に寄ると考えております。 

 [Q]：１Qの中国の受注・売上は好調のようですが、期初には、ロックダウンで 30億円ぐらい売

上への影響が出るというお話でした。実際の状況や影響など、販売・受注・生産に関して教えてく

ださい。 
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 [A]：まず売上側への影響ですけれども、年初に想定した通り約 30億円の押下げ要因となってお

ります。想定より長期化したものの、この金額できちんと納められたなというところでございま

す。 

また、連動して工場の稼働率など固定的な原価が若干の悪化要因になっております。 

受注については、やはり経済自体は中国全体が堅調ということもあり、市場環境に支えられたとい

うところがございます。実質的に影響は出ていないと言っていいぐらいではないかと思っていま

す。 

 [Q]：受注は、想定していたようなネガティブな要因が感じられないような、好調だったというこ
とでよろしいでしょうか。 

 [A]：はい。 

 [Q]：受注の伸びが高いということで、市場シェアも上がっているのではないかと思っています。
社内での評価はいかがでしょうか。 

 [A]：なかなか難しいご質問です。競合他社も部品ひっ迫の影響を受けているなかで、地域によっ
て攻めるところ、引くところ、と使い分けているなという動きを感じております。 

競合他社が一歩引いている分、取りにいっているところもあればその逆の動きもあるため、全体で

どうかというのは申し上げづらいところです。 

ただし、今回の中東の堅調さに代表されるように、リカバリー、伸長の強さを考えますと全体とし

て決して悪くなく、おそらく伸びていってくれるだろうと考えております。 

 [Q]：受注環境に関して、ロシア問題が逆にエネルギーシフト、安全保障のところで投資を刺激し
ているのではないかというお話もありましたが、再生可能エネルギーも、ケミカルもマイニングも

伸びが高いとなると、エネルギー・安全保障以外の部分も全体的に強いと思うのですが、どんな背

景があると思われますか。 

 [A]：エネルギーシフトとは一部の要因であり、全体の受注の好調さを説明するには足らないので
はというのは、おっしゃる通りです。 

受注の伸びの大きな要因は、COVID-19で長期間停滞していた経済がグローバル全体で大きく戻っ

ていること、経済の活況に支えられ、需要が好調だというところと考えております。 
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そのなかで、エネルギーシフトの部分について、まず先行的に受注に結びついてきているのは、ロ

シア以外の地域での稼働率アップという形で、OPEX的な仕事が先行して増えているところです。 

地政学リスクが認識されましたので、今後も自国で必要なエネルギーを確保する、リスク分散する

動きは続くと認識しており、今後は CAPEX 側にも動きが出てくると考えています。 

また、エネルギー分野以外の領域においてもロシア域外へのシフトであったり、分散だったりとい

うことも起こっております。個別案件として、そういう動きも承知しており、実際に期中の数字に

も入ってきているところでございます。 

 [Q]：このところリセッションというキーワードがたくさん出てきていて、先ほどの経済の戻りが
活況というところと少し矛盾する部分もあると思うのですが。これに関して、当面は問題ないと思

っているのか、もしくは、お客様の景況感など、補足をお願いできますか。 

 [A]：業績予想にも、下振れリスク要因をあげていますが、加えて足元で強く認識されるようにな
っているのがインフレ、それに伴う経済減速というところだと思います。 

さらには資材のひっ迫がお客様のプロジェクトのスケジュールに影響してくるのではないかという

懸念も、地域によっては生じてきているところでございます。そのようなリスクを認識するなか

で、この 1Qは受注が好調でしたが、現段階では上方修正等というところにまでは踏み込まなかっ

たという認識だと受け止めていただければと思います。 

 [Q]：今回、通期の受注の数字について、1Qの数字に対して、2Qから 4Qまではアベレージで少

し減る計算になるかと思います。これは何か意図があるのですか。 

 [A]：やはりまだ 3ヶ月が終わったばかりということと、今のインフレ状況とそれが与える経済減

速へのリスクを考えますと、現段階で 1Qの実績を踏まえた上方修正までは踏み込めず、残り 9ヶ

月がやや弱い数字になっているのは承知しております。もうしばらく状況を見て、必要に応じて修

正を行いたいと思います。 

 [Q]：Downstreamや化学は割と早い段階から受注が戻ってきて、この 1Qもかなり強いですが、

今後コロナからの戻りが一巡して、ここから落ちていくような兆しは見られるのでしょうか。 

 [A]：まだそのような兆しは認識しておりません。ただ、確かに化学等につきましては、われわれ
が半導体等の部品ひっ迫で苦しんでいる反面でマテリアル関連の素材、需給の好調さというところ

があり、お客様の投資が活況だったとの認識です。集中投資されたという影響も受けており、今後

踊り場的な局面を迎えるフェーズが出てくると見ており、注視していますが、現状兆しは出てきて

おりません。 
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 [Q]：エネルギーシフトの案件が足元にどのくらいあって、ポテンシャルとしてここから 2、3年

の間にどのくらい出てくるか、イメージはありますか。 

 [A]：エネルギーシフト対応と通常投資の区別は難しく、ボリューム感やタイミングについては、
申し訳ございませんがお答えを差し控えさせてください。 

 [Q]：6ページの数字のうち、期初の想定に入ってなかったものは、ロシアの引当て 4億円、およ

びプロジェクト粗利悪化のマイナス 11億円で認識は合っていますか。 

 [A]：プロジェクト粗利悪化については、若干は戦略プロジェクト対応のところで見ていましたけ
れども、大半が今回の好調な受注と相まって、追加で先行投資的に取ったもので、ほぼ計画外と見

ていただければと思います。ただ、年間を通じては申し上げた通り、リカバリー可能と見ていま

す。 

 [Q]：1Qだけ見ると、「マイナス 11億円という、こんなに大きくなるとは思ってなかったけれど

も少々大きく出てしまいました」「ただそれは好調な受注環境に起因するものなので良い方向で

す」「年間で見れば、その分はその他もろもろの効果によってカバーできる」という理解をすれば

いいわけですね。 

 [A]：はい。そうですね。戦略投資的な赤字プロジェクトは、きちんと攻めて取りに行くもので、
きちんとビジネスが動いているなということを改めて認識していますが、損益的にはマイナスが効

いてというところでございます。 

 [Q]：為替でプラスに膨らんだ部分とプロジェクト粗利悪化、ロシアの引当などを合わせると、社
内計画的にも 1Qの利益は 10億円とか 20億円とか、その程度の見込みだったと整理ができるので

すが、それでイメージとしては間違ってはいませんか。 

 [A]：そうですね。社内的には、為替の影響で利益が押し上がる分は織り込まずに計画レートベー
スで達成していこうというマネジメントをしております。社内評価としては、計画通りではなかっ

たという厳しい認識はございますが、数字だけ見ると、それほどの未達幅ではなかったとの認識で

す。先ほどのプロジェクト粗利等に関しては、決してマイナスの事象ではないにせよ、ここは計画

に織り込んでなかったというイメージです。 

 [Q]：プロジェクト粗利悪化を分野別で見ると、どの業種に紐づいているものが多いですか。 

 [A]：Downstream、Upstream、Chemical、その他業種含めて幅広く計上しています。 
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工事損失のところに関してはきちんとリカバーしていけますし、今後の受注環境によっても引き続

き取るべきものはしっかり取っていくというスタンスです。 

販管費に関しても、これだけ受注が伸びていますので、使うべきところでは使う、抑えるべきとこ

ろでは抑えながら、ビジネスを伸ばす側でしっかりとマネジメントしていきたいと考えています。 

［了］ 

  



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

18 
 

 

免責事項 

本資料で提供されるコンテンツの信憑性、正確性、完全性、最新性、網羅性、適時性等について、
当社は一切の瑕疵担保責任及び保証責任を負いません。さらに、利用者が当社から直接又は間接に
本サービスに関する情報を得た場合であっても、当社は利用者に対し本規約において規定されてい
る内容を超えて如何なる保証も行うものではありません。 
 
本資料または当社及びデータソース先の商標、商号は、当社との個別の書面契約なしでは、いかな
る投資商品（価格、リターン、パフォーマンスが、本サービスに基づいている、または連動してい
る投資商品、例えば金融派生商品、仕組商品、投資信託、投資資産等）の情報配信・取引・販売促
進・広告宣伝に関連して使用をしてはなりません。 
 
本資料を通じて利用者に提供された情報は、投資に関するアドバイスまたは証券売買の勧誘を目的
としておりません。本資料を利用した利用者による一切の行為は、すべて会員自身の責任で行って
いただきます。かかる利用及び行為の結果についても、利用者自身が責任を負うものとします。 
 
本資料に関連して利用者が被った損害、損失、費用、並びに、本資料の提供の中断、停止、利用不
能、変更及び当社による本規約に基づく利用者の情報の削除、利用者の登録の取消し等に関連して
会員が被った損害、損失、費用につき、当社及びデータソース先は賠償又は補償する責任を一切負
わないものとします。なお、本項における「損害、損失、費用」には、直接的損害及び通常損害の
みならず、逸失利益、事業機会の喪失、データの喪失、事業の中断、その他間接的、特別的、派生
的若しくは付随的損害の全てを意味します。 
 
本資料に含まれる全ての著作権等の知的財産権は、特に明示された場合を除いて、当社に帰属しま
す。また、本資料において特に明示された場合を除いて、事前の同意なく、これら著作物等の全部
又は一部について、複製、送信、表示、実施、配布（有料・無料を問いません）、ライセンスの付
与、変更、事後の使用を目的としての保存、その他の使用をすることはできません。 
 
本資料のコンテンツは、当社によって編集されている可能性があります。 
 


